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1.は じめ に

大 学 におい て韓国語 をは じめ と した所謂 第2外 国語 の学 習 は、中等 教育 まで外 国語科 目

と して主 に扱 わ れて きた英 語 と比 べ る と、学習 時 間や環 境 にお い て大 きな制 約 を受 ける。

この 限 られた条件 の下 いか に効率 的 に運用 して い くか、 また大 部分 の学習 者が初 めて触 れ

るで あ ろ う言語 の学習 に持 続的 に興味 を持 たせ てい け るかが授業 を展 開 してい く上で のポ

イン トになる と考 え られる。

これ まで報告 者 は韓 国 におい て、 第2言 語 と して の韓 国語教 育、 及び外 国語 として の 日

本語教 育 に携 わって きた。 現地 では コ ミュニ カテ ィプア プ ロー チ による教 育が主 流 とな っ

てい るが 、留学生 の生 活の場 で あ る韓 国 に対 す る理解 、 及び学 習者 か ら韓 国語学 習 に更 な

る興味 を引 き出す ため 、韓国文 化 を言i語学 習の 中に取 り込 む ことが 多 く行な われてい るD。

2008年 度 よ り本学 にて外 国語 と しての韓 国語教 育 に携 わ るこ とにな り、当然 の ことなが ら

これ まで行 な って きた教育 方法 を変 えな けれ ばな らなか った。 しか し、全 て を変 え て しま

うの で はな く、韓 国 での韓 国語教 育 と日本 語教 育の経 験か ら利 用で きる部 分か らは取 り入

れて いけれ ば と考 え なが ら授業 に臨 んで きた。

そ れが 「言語 能力」 と 「社 会 文化能 力」 の統 合教 育 を 目指 した授業 で ある。学 習 してい

る言 語(こ こで は韓 国語 を指す)が 日常使 用 されて い ない環境 にお いて 、学習者 が学 んだ

言語 を使用 す る機 会 は少 ない なが ら も、言 語の学 習 と同時 に文 化 に対 す る一定 の理解 をす

るこ と、 また 、不 要 な誤解 を招 か ないため の基礎 的 な知識 を身 につ ける必 要 もあ ると考 え

る。

なお 、本稿 は2008年 度2月 に行 われ た語 学教 育 部FD研 究 会 にて 発表 した内容 を まと

め た もの であ る。

2.学 習者 の分析

これ までの教 育環境 か ら一転 した こと もあ り、 その違 い を自 ら認 識す るた めの第一 歩 と
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して学 習者 の分析 か ら行 ってみ た。特 に、第2言 語 と しての韓 国語 と外 国語 として の韓 国

語 には どの よ うな相違 点や 共通点 が存在 す るのか をま とめる こ とにす る。

まず、学 習環 境 や条件 面 の相 違点 を挙 げ てみ る。第2言 語 と しての韓 国語 教育 の場 合 、

学 習時 間は大 部分が 週20コ マ(一 コマ50分)、 つ ま り毎 週1,000分 の時 間が確 保 されてい

る2)。 また、 この他 に も教 室 の外 に一・歩 踏 み 出 した と して も周 囲 は韓 国語が 使用 されてい

る環境 にあ る。 反面 、外 国語 と して の韓 国語教 育 の多 くの 場 合が学 習 時間 は週 に90分 で

あ り、学 習そ の もの も教室 内 のみ に留 まるで あろ う。 そ の他 、 クラスの 人数や教 材及 び授

業 中の使用 言語等 の違 いが挙 げ られる。

この よ うに大 きな違 い のみ 目立つ が、韓 国内 での韓 国語教 育 の経験 上 、韓 国語 の学習 動

機 につ いては韓 国 に留 学 中の 日本語母 語話者 の学 生 と 日本 で韓 国語 を学 んでい る学 生 には

共通事 項 があ る と考 えた。 これ は、韓 国 に留 学 中の学生 とは言 え、韓 国へ の留 学前 には何

らかの きっか けがあ って韓 国語 に興味 を持 って学 び は じめ 、そ の延長線 上 で韓 国 に留学 に

来 ている と考 え たためで あ る。

そ こで 、学 習動 機の分 析 を行 なった調 査結 果 を以 下 に提 示 す る。 対 象は慶煕 大学校 国際

教 育 院 の韓 国語 課程 に て2005年 度 と2006年 度 に在籍 した学 生 〈表1>、 及 び2008年 度

前 期担 当 クラス韓国語 総合1(2年 生以上 含 む)の 学生 く表2>で あ る3)。

〈表1>学 習動機の調査①(韓 国)

一一一 一一 一一一一一 2005年 度 2006年 度
T　 一

道具的動機
一一

7名

一 一

3名

一一一一 統合的動機一一 100名
¶ 一一 一 　

151名

複 合的動 機一一一一一 一 　 一一

一一一

〇名

一一一

2名
一一一一一一一一　一 一一一 一

計
一 一 一

107名

一　 　 一一

156名

(01碧 重1・ ノ・}一ヲト♀}-6}・Zこ司 呈:2007)

<表1>か ら・韓 国 内での 進学 や就職 を目的 と して 、つ ま り、 こ とばを道具 と して駆使

す る道 具的動 機 よ り、韓 国 人 との交 流 を 目的 に、 また は韓 国社 会 と文化 の理解 を目的 と し

て学 習 を始 めた ケース であ る統 合 的動機 が圧倒 的 に多い こ とが 分か る。 また 、交流 目的の

韓 国語学 習か ら進学 、就職 が 目的の韓 国語 学習へ と変 化 した ケー スであ る複合 的動機 は ご

く少 数で ある。
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<表2>学 習動機の調査②(日 本)

韓国に関心があるから 14名
一一 一一 一一 一一

目本か ら近い 国で行 く機会 があ る と思 ったか ら 9名
一一 一一 冨

見 てい た韓 国 ドラマ のセ リ フが気 に なったか ら 8名

一一一一

日本語 と似 て いる と聞い たか ら 一一一一

一

一一一一一 一 5名

他の言語に比べて学びやすそうだから 3名一一一一一一一一

韓国人の友人がいるから

一一
2名

魑
O
繍
O

鑑
璽
①

特 に な し 5名

計 46名

また、 〈表2>の 場 合 は韓 国語 とい う言 語 その もの に対 す る関心 よ り、韓 国に 関連 した

こ とに関心 があ る ことが分 か り、韓 国で の調査 と傾 向が類似 してい る ことが 分か る。

従 って、学習 動機 にお いて共 通項 を見出 し、 これ をヒ ン トに文化 事項 を言語 の授 業 に組

み込 んで展 開す るこ とに至 った。但 し、共通 シ ラバ スに基づ いて進 度 を進 めな ければ な ら

ないた め、言語 の学習 を進 めなが ら取 り入 れてい くことが前提 となる。

3.言 語 と文化 の教育

3.1言 語学習 と文化 学習 の関係

上記 学習 動機 の内容 に よ り、韓 国語学 習者 には言語 その もの に対す る興 味 よ りも、文化

的 な内容 に関 連 した こ とか ら韓 国語の 学習 を始 め た(或 い は、 選択 した)と 考 え られ る。

その ため 、言語 の学習 のみ で授業 を進 め てい くこ とは学習 途 中で興味 を失 って しま うこ と

も考 え られ 、文化 の学習 も取 り入れ なが ら授 業 を進め てい くことが望 ま しい と考 え られ る。

しか し、言 語 の学 習 に文化 の学 習 を取 り入れ る時 、それ ぞれ どの程 度取 り入 れてい くか を

考 えな ければ な らい。言語 の学 習 と文化 の学習 の 関係 につい て、藤 原(2004)で は次の よ

うに提 示 してい る。

①文化社会事情 〉 言語教育

②文化社会事情 く 言語教育

③文化社会事情=言 語教育

④文化社会事情と言語教育を分ける
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そ して、そ れぞれ の関係 を次 の ように説明す る。

① 言語教 育 は文化社 会事 情教 育の一・部 であ る、あ るい は文化 や社会 につ いて の学 習

が先 にあ ってその後 に言語 教育 があ る とす る。

② コ ミュニ ケー シ ョン能 力養 成 を外 国語教 育 にお け る第 一の教 授 目標 と して いるた

め、文 化社 会の学 習 は コ ミュニ ケー シ ョンを実現 す るため の手段 と して副次 的 な

取 扱 いを受 ける。

③外 国 人がそ の言語 を母 語 とす る人 と接 す る接 触場 而で は、母 語話者 同士 の コ ミュ

ニ ケー シ ョン場面 とは異 なった特 徴 を もってい る とい う認識 に基 づ き、 目標 文化

と学習者 の 母文化 との 同異 を知覚 し、異 なった価値 観 に対す る感 受性 の養成 を外

国語教育 の重要 な柱 と考 える。

④言 語教育 と文化 教育 を分 けて扱 う。

この分類 による と、今 回取 り組 んで きた授 業 は② に該 当す る と考 え られる。 しか し、文

化 と一言 で言 って も内容が 多岐 に渡 り、何 をどの程度扱 うか とい うこ と もまた検 討が必 要

に なって くる。 しか し、学 習上 の限 られ た条件 を考慮 す る と、学 習者 に とって 身近 な話 題

であ る こ とが望 ま しい と考 え られ、 こ こで は 日常 生活 、特 に衣 食住 や年 中行 事 、大学生 活

を対 象 と してい く,、

ところ で、 これ まで韓 国文化 が授業 の 中で どの ように扱 われ てい るのか 、教材 の一部 を

見て み る と、 どれ も文 化 を コラム と して扱 っ てい る と言 える(添 付 資料① 、② 参照)。 こ

こで は初級 レベ ルの教 科書 であ るた め媒介語 が使 われ てい る。 これ も一 つ の方法 と考 え ら

れ るが 、言語 の学 習 と関連付 け て学ぶ ため には話題 提供 と して の域 を出て 、 さらに工夫 が

必 要 にな って くる と思 われる4)。

3.2「 言語能力」と 「社会文化能力」の統合教育

授 業 中 に扱 う文 化 を 日常生 活 、特 に衣 食住 や年 中行事 、大学 生活 と した場 合、 これ らを

言 語の学 習 とどの ように結 び付 けるべ きか。 ここで はネ ウス トプニー(1995)に ある 「言

語 能力」 と 「社 会 文化 能力」 に焦 点 を当て てみ る。 「言語 能力 」 とは、語 彙 、文法 、音韻 、

文 字等 の言語構 造 を使 い こなす能力 で あ り、「社会 文化能 力」 とは 日常生 活の 行動 、経済 、

政 治、思 想行動 な どを指す としてい る。

「社 会文 化 能力 」 につ い て具体 例 を挙 げて み る。バ ス に乗 る時 の行動 を考 え てみ る と、
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どの行動 か ら始 め るであ ろ うか。 まず は路 線 図や料 金 を確 か める 、 さらに前払 いか 後払 い

か 、降 りるべ き停 留所 の確認 をす る等が挙 げ られ るであ ろ う。

韓 国(主 に、 ソウ ル)で はバ スの 停留 所 の スペ ー スが 広 く、 そ こ に何 台 ものバ ス が繋

が って到着 した らそ の場 で乗降 を始 め る。 その ため 、停留所 の 目印 の下で 乗 ろ うと思 って

も、バ スを 目掛 けて走 っていか ない と乗 りそ こな って しま うこ とが起 こ りうる。 この よう

な こ とを避 け るため に も、 この知 識 は知 ってお か なけれ ばな らない。 そ して、言 語の学 習

と結 び付 け るので あ れば 、「バ ス に乗 る」 とい う表現 の み を学ぶ だ けで は な く、か つ韓 国

のバ スの乗車 方法 につ いて も話や 画像等 を通 じて授 業 で扱 って い くこ とが可 能で あ る と考

え る。 もちろん 、 この ような紹介 す る時 には、個 人的 な体験 談 で終 わって しまった り、ス

テ レオ タイプな情報 の提供 に な らない よう注 意が必 要で あ ろ う。

この ように、言語 の教 育 を しなが ら も、文化 も、特 に社 会 文化 能力 を身 に付 け る ことに

よ り、 いず れ何 らかの形 で韓 国へ行 った り、韓 国語 母語 話者 と出会 うこ とが あ った と して

も言語 と文化 の 知識 や 能力 を持 って接 す れ ば相 手 の理解 に も繋 が るであ ろ うと考 え られ

る。
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4.授 業実 践内容

2008年 度 に担 当 した授 業 は7科 目、5種 類 であ る。本稿 で はこの うち、韓 国語総 合(以

下 、総合)1・2及 び韓 国語 コ ミュニ ケー シ ョン(以 下 、 コ ミュニケー シ ョン)1・2の

授業 で行 なっ た内容 をま とめる こ とにす る。

そ れぞ れの授 業 で の教 育 目標 と教 育 内容 は シラバ ス の内 容 を参 照す る と次 の よ うに な

る。 総合 では基礎 的 な語彙 と文 法の学 習 を通 じて 、韓 国語 による簡単 なや りとりが で きる

よ うにな る ことを 目標 に、文 字 の導入 か ら始 ま り、初 級 レベ ル前半 部分 を扱 う。 この際 、

口頭 での反復 練習 を中心 に基礎 的 な会話 を学ぶ 。

また、 コ ミュニ ケー シ ョンで は総 合で習 っ た用言 の基 本的 な活用 を確認 し、様 々な活用

の タイ プ と多様 な表現 を学 び、初級 後半 レベ ルを扱 ってい くことに なってい る。

これ らの内容 は新 出学習 項 目に該 当す る韓 国語の 表現 を学 んでい くの だが 、この表現 ま

た は該 当課 の話題 に合 った文化 事項 を関連付 けてい くと次 の ように なる。

「言語能力」と 「社会文化能力」の統合教育を目指した韓国語授業の実践報告 欝9
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<表3>学 習内容と文化事項の関連

科目 学習内容 文化事項

総合1 ハ ングルの読 み書 き 街 中のハ ングル探 し ・ … ①

〃
「～ です ・で すか」 の

丁寧 な表現
自 己 紹 介 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ②

総合2 漢数字 、時 を表す こ とば 年 中行 事 の 比 較 ・ ・ ・ … ③

〃 用言 の 「で す ・ます」形 大 学 生 の 生 活 ・ ・ ・ ・ … ④

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン1 用言の尊敬形 敬語の使われ方の比較 … ⑤

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン2
丁寧な依頼の表現、

許可の表現
旅行 での会 話表現 ・・ … ⑥

各学期 に15回 あ る授 業 の うち、 全て の学 習内容 を文化 事項 と関連 させ る こ とが で きれ

ば いいの だが 、時間 的な制約 か ら一部 しか扱 えない。 文化事 項① か ら⑥ と学 習内容 の 関連

は次 の通 りであ る。

① で はハ ングルの読 み書 きの学 習 を行 うが、単 調 な反復練 習 の繰 り返 しにな りが ちであ

る。 その ため 、宿題 として、駅 な どの公共施 設 に表示 され てい るハ ングル を探 して くる よ

う指 示 を与 える。次 の授業 で発 表 を させ なが ら発 音 の確 認 を行 うが 、同時 に これ らの単 語

を知 って いれ ば反対 に、旅行者 と して韓 国 を訪 問す る時 に役 に立つ こと も確 認す る。

② は 「～です ・です か」 の丁寧 な表 現 を学 びなが ら 自己紹 介 を行 うが、韓 国 の学 生が 自

己紹 介 の時 には、本 人の専 攻 、家族構 成 、居 住地 や故 郷 もよ く言 うこ とを説 明 し、 これ ま

で の 自己紹 介の 方法 との違 い を認 識す る。 そ して 、相手 に よ って は初 対 面 に も関 わ らず、

年齢 や家 族の職 業等 、細 かい情 報 を求 め られ る場 合が あ る こと も紹介 し、 それ に対 す る意

見 を聞 くこ とが で きる。

③ の数 字関連 の学 習内容 で は 日付 の表現 を扱 い、 日韓の祝 祭 日の違 い をは じめ と した年

中行 事へ の違 いへ と結 び付 け る。 これは 、④ の 「です ・ます形」 を導 入 しなが ら大 学生 活

の比 較 に も繋 げる こ とが で きる。 一例 と して 、新学 期 の始 ま り月(韓 国 で は3月 始 ま り)

や長 期休暇 の始 ま りと終 わ りとその 過 ご し方の違 い につ い て扱 うこ とが で きる。

⑤ で は相 対敬 語 と絶 対敬 語 の違い につ いての説 明 を通 じて、様 々な人間 関係 を設定 しな

が らシ ミュ レー シ ョンを行い 、日韓 の敬語 の使用 方法 につい ての理解 をす る こ とがで きる。

そ して、⑥ では韓 国語 の学習 を始 めて約2年 とな る段 階 であ り、様 々 な用 言の 活用 を学

ん だ状 態 であ る。そ こで 、実際 に旅行 へ行 く場而 を設 定 し、 どの ような状況 で使 用で きる

か を考 え させ 、 また 、 これ までの学 習 内容 で も多 くの表現 が で きるこ とを再 度確 認す る。

これ らの活動 と共 に、日韓 の食事 作法 の違 いや交通 事情 の紹介 、更 には現地 の人 との コ ミュ

遷90



ニ ケー シ ョンの仕 方等 につい ての話題 に も拡大 す るこ とが で きる。

しか し、言語 の学習 が優 先で あ るため 、文字 の練 習や練 習 問題 に多 くの時 間 を割 か ざる

を得 ない場 合 もあ るため、⑥ につい ては学 習者 への 一方 的 な説 明で 終 わって しまったケ ー

ス もあ る。 その 中で も機械 的 な反復練 習 の合 間、 もし くは学習 の ま とめ の段 階で これ らの

内容 を取 り入 れ るこ とに よ り、それ まで無 関心 であ った学習 者 も反応 を見せ る ように な り、

興味 を引 き出す上 では一 定の効 果が あ った ように思 われ る。
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4.お わ りに 一今後 の課題

韓 国か ら 日本 での教 育現場 に身 を移 し、 初年 度 を終 える こ とがで きた。 韓 国での経 験 を

日本 での韓 国語 教育 に生 かすつ も りで臨 んだが 、今後残 された課題 は多 くあ る と考 え る。

まず 、文化 要素 を取 り入 れ るこ とに よ り、学習 動機 を高 め る ことがで きた か、或 いは授

業 へ の積 極 的 な参 加 に結 び付 い たか を検 証 す る方法が 欠 けて いる点 があ る。 これ は文 化要

素 が単 調 な紹 介 で終 わって しまった部 分 もあ り、言語 学習 との更 なる結 びつ きを強 め る必

要 もある。

また、時 間的 な制約 があ る ものの、言 語学 習 に文化 の扱 い に繋 が りが 見 られ ない の も事

実であ る。特 に、「社 会文化 能力」に関連 させ て しま う と限定 され て しまう場 合 もあ り、今後 、

言 語学 習 との結 びつ きを前提 に文 化項 目の選 定 や配列 を再検 討 して いか なけれ ば な らな い

だろ う。

そ して、評 価 を どの ようにす るかの 問題 もあ る。文 化 につい て知識 のみ を問 うべ きなの

か、更 に踏 み込 んで文化 の捉 え方 の違 い につい ての考 え を問 うべ きか、検討 の 余地 は十分

にあ る。 これ らの 改善 点 を今 後 の授 業 に反 映 させ 、言 語 と文化 の理解 が両 立で きるよ うな

授 業 を 目指 してい きたい。

注

1)呈 磐昇(2005)で は韓国文化の教育内容について、教育の供給者側か ら一方的に韓国の伝

統文化 を中心に選ばれてい ることに疑問を呈 し、今後は学習者のニーズ分析 を行ない、幅

広 く文化教育の内容選定に取 り組 まなければならないとしている。

2)韓 国での韓 国語教育機関は大部分が大学の付属施設 として設置 され、ここでの教育時間は

ほぼ同 じ時間を確保 している。一学期は10週 間で、年に4学 期開講 される。

3)韓 国での学生の分析は留学 前に作成 して提 出 された修学計画書の 「韓国語学習を始 めた

きっかけについて」の内容 を分析 したものである(○レ習司 ・亙升斗 叶ム司呈:2007)。 また、

口本での学生 については2008年 度の前期授業開始時に行なった調査によるものである,,

「言語能力」と 「社会文化能力」の統合教育を目指 した韓国語授業の実践報告 穏1
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4)こ れまで韓 国語の授業の実践報告が多 くなされているが、李煕卿(2005)の ように言語の

授業の中に文化の学習を積極的に取 り入れた報告は数少ない。
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